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（1） 取組の背景と目的 

① 取組の背景・経緯 

 

１）地域における取組の背景・課題 

 ○西神楽地域の特徴 

  ・旭川市の南端に位置する人口約３，０００人の純農村地帯である。 

  ・美瑛、富良野の観光地と隣接し、良質な田園空間を有する地域である。 

  ・開拓の歴史の中で培われた地域コミュニティが強い地域である。 

  ・地域内に旭川空港があり、旭川市中心部まで車・バス・JR で１５分程度という交通 

利便性の良さがある。 

〇地域の課題 

 ・西神楽地域には、現状で約１６０件の空き地（中央地区）と約７０戸の空き家（地 

域全体）があるが、その中には管理不全の物件が相当みられる。 

・また、独居高齢者（７７歳以上）は約２００名いるが、近年入院や施設に入居する 

者が増え続けており、空き地・空き家が増え管理不全で放置される状況が懸念されて 

いる。 

・一方では、子育て・退職者世代の移住も増えており、地域のポテンシャルはあると 

思われ、まちづくり（魅力ある地域づくり）と併せて、空き地・空き家の利活用の促 

進が望まれている。 

 

２）これまでの取組の経過等 

  〇空き家対策の取組（国土交通省 平成２６年度～３０年度）を実施した。 

   ・地域住民と協働で空き家の実態調査、住民の暮らしに関する意識調査を行うと共に 

   空き家の所有者に対する流通促進のセミナーを開催した。 

   ・地域独自の住宅・土地の評価システムを作り上げ、流通促進のための「仕組みの開 

発」を行った。 

  〇空き地対策の取組（国土交通省 令和元年度）を実施した 

   ・地域住民と協働で空き地の実態調査を行った（中央地区のみ） 

   ・空き地の活用について地域住民とワークショップを開催し、意見集約した。 

   ・空き地情報の公開システムを検討し試行した。 

   ・空き地処分の相談窓口を開設し、市民からの問合せに対応した。（継続） 

   ・地域の不動産の資産価値が低いことを踏まえ、「０円都市開発」と連携して、新た 

な流通システムを検討した。 

  〇所有者不明土地の取組（国土交通省 令和２年度）を実施した 

   ・中央地区以外の西神楽地域の空き地の調査を行った。 

   ・空き地所有者の登記情報を基にアンケートを郵送し所有不明者を特定した。 
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   ・所有者不明土地で「地域福利増進事業」の対象地を確定した。 

   ・土地利用についての検討を行った。 

    *相談窓口は常設していた。 

  〇所有者不明土地の取組（国土交通省 令和３年度）を実施した 

   ・所有者不明土地の探索対象を２件に絞り込み、旭川市に対して情報提供申請の手続 

きを行った。（最終的には２件とも所有者が判明した） 

   ・専門家の協力を得て、空き地の新たな利活用（地域福利増進事業を視野に入れ）に 

   ついての検討を行った。（住民とのワークショップを計画したがコロナで延期） 

〇所有者不明土地対策に取り組む法人の普及に向けた取り組み（国土交通省 令和４年 

度）を実施した 

 ・所有者不明土地の探索を引き続き（７筆）行ったが、いずれも所有者不明土地でな 

いことが判明した。（地域で把握している残りの探索対象土地は２筆となった） 

 ・「所有者不明土地利用円滑化等推進法人」の検討・手続きを、旭川市と協議打ち合 

わせを行いながら取り組みを進め、「提案書（案）」や申請内容の原案作成まで行っ 

たが、制度策定までに時間を要することから、次年度の対応となった。 

 ・空き地・空き家の利活用について、地域福利増進事業も含めて「西神楽住民ワーク 

ショップ」を開催し、地域住民の様々な意見を集約した。 

 

② 取組の目的 

〇円滑化等推進法人指定制度の活用を念頭に置いた取組 

 ・旭川市の推進法人申請に向けた諸準備の取組 

   ・所有者不明土地や低未利用地の利用円滑化・管理適正化の促進 

  〇自治体や関連業者・専門家等と連携した取組 

   ・「所有者不明土地対策計画（低未利用地の活用も含む）」の提案を念頭に置き、旭 

川市・専門家等との連携による対策経過う素案の検討・調整 

  〇低未利用地・空き家の活用の推進 

   ・所有者・地域住民の合意を得た空き地・空き家の活用について「社会実験」を取り 

組む（令和４年度のワークショップの意見も参考にする） 
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（2） 取組の流れ（フローとスケジュール） 

 

所有者探索    円滑化法人    相談窓口   地域合意形成 

              地域福利増進事業         事業計画作成 

 

 ７月                       常設 

 

 ８月 

 

 

 ９月 

 

                         

                         

１０月 

                 

                        中間報告会 

１１月                        

                  

 

１２月                                 

 

 

 １月 

 

 

 ２月                        
                        事業内容説明 

                             成果報告会 

 ３月 

 

 

 

図表 1 取組の流れ（イメージ） 

  

旭川市と打合せ 

今年度事業の内容 

旭川市と事業の対

応協議 

第２回専門家会議 

社会実験の進め方 

準備作業 

第１回専門家会議 

事業の進め方ついて 

北総研と打合せ 

空き地データの

整備について 

相談２件 

不明土地の再調

査対象地の確認 

住民と協働 

旭川市と打合せ 

円滑化法人の課題 

整備と今後の取組み 

日程の確認 

旭川市が円滑化法人

の公募開始 

旭川市と打合せ 

円滑化法人内容検討 

第３回専門家会議 

活動の総括 

北総研と空き家活

用のブレスト実施 

ゆるい活用の集計

結果まとめ 

相談５件 

北総研と調査デー

タの最終確認 

相談３件 

社会誌実験として

「西神楽マルシェ」

開催 

相談３件

旭川市と打合せ 

円滑化法人 

地域福利増進事業 

相談５件 

相談２件 
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（3） 取組の体制 

西神楽所有者不明土地対策プロジェクト 

  

 

 

 

 

 

 

 

・専門家会議・打合せ 

会議などで協議・検討 

・活動での連携・協力 

              ・事業の啓蒙       協働 

              ・土地利用計画 

               への参画要請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2 取組の体制 

 

  

事業主体 

特定非営利活動法人   事業の企画・調整・実施主体 

グラウンドワーク西神楽  所有者不明土地の探索、円滑化等推進法人の準備 

（プロジェクト事務局） 

関係協力先 

（地独）北方建築      事業スキルの技術的相談 
総合研究所        調査研究 

（株）ホッポウ       不動産取引の実務についての相談・検討 
代表 渡邊一憲        

０円都市開発        土地活用に関するマッチング・コンサルティング 
 代表 中村 領       

建築士           土地活用に関する技術的指導 
 石田純枝         １級建築士、景観デザイナー 

（株）まちづくり計画設計  地域合意形成・社会実験に関するアドバイス 

 松村博文         工学博士、まちづくりアドバイザー 

西神楽中央地区市民委員会  地域自治組織代表。地域情勢の把握 

 会長 中島 壽行     住民との協働活動支援 

旭川市           土地所有者探索、所有者不明土地利用円滑化等 
（地域振興課）       法人の対応 

地 
域 
住 
民 

地
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進
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の
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（4） 取組の対象とする地域（土地）の概要 

〇所有者不明土地の探索 

 ・前年度までの調査により、所有者不明土地の探索対象地は２か所のみとなったが、 

 住宅区域の外れに位置し、地域福利増進事業の対象として不適切と判断したため、今 

年度は探索を行わないこととした。 

  

〇低未利用地を活用した社会実験の対象地の調査 

 ・地域内の再調査を進める中で、社会実験の候補となる土地を探した。 

 ・その中で、「協力」を得られる所有者がいたため、要請し「快諾」を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3 地域（土地）の現況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4 地域（土地）の位置図（赤丸の土地） 
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（5） 取組（活動）の内容 

 

■取組の全体像（事業スキーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地域内の低未利用地・所有者不明土地の整備（再調査） 

１) 具体的な取組の内容 

 〇地域内の空き地・空き家情報の再整備 

・事務局で地域住民の情報提供もいただきながら、８月から９月に空き地の状況の再点 

検を実施した。 

・調査データに基づき情報を整備し、北方建築総合研究所の協力で空き地・空き家マッ 

プを作成した。 

 〇社会実験の候補地の選定 

  ・前年度の活動で「地域での活用」に協力的な意向を持っている所有者に、社会実験の 

協力を依頼し、承諾を得た。 

・次期や内容については「専門家委員」の意見もいただき、１１月３日に「西神楽マル 

シェ」を開催することとした。 

 〇空き家の「ゆるい活用」について検討 

  ・北方建築総合研究所と連携し、地域内の空き地・空き家の有効活用を進めるため、一 

部の活用でも可能な「ゆるい活用」について、ブレストやインタビューにより、調 

査を行った。 
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＜事業スキーム＞

本事業は、西神楽地区の所有者不明土地等（低未利用地、農地、空き家等も含む）を対象としており、現地調査を踏まえて、地域内の空き家・空
き地データを蓄積し、管理不全の状態にあるものに対して優先的に所有者探索を実施する。
所有者探索の結果、所有者が不明であったり低未利用地であった場合には、旭川市、まちづくりに関する専門家、地域内の住民自治組織や女性グ
ループ等と連携し、地域福利増進事業等による土地の利活用及び管理の方法を検討する。
一方で、所有者が判明した場合には、当該所有者へ土地の活用意向を確認し、必要に応じて不動産取引に係る事業者等の協力を経て、不動産の流
通化促進や住民と連携して有効活用の社会実験を実施する。
また、自治体と連携し「所有者不明土地利用円滑化等推進法人」の指定申請を行い、「所有者不明土地対策計画」の提案に取り組む。
その他、都市住民や移住希望者との交流機会の創出や、空き家・空き地所有者向けの相談窓口を常時開設することで、地域内の所有者不明土地の
発生予防、土地活用の促進を図る。

地域福利増進
事業・社会実

験の実施
空き地所有者

の探索

空き家・空き地データの蓄積

空き家・空き地
所有者に対する

啓発活動

（セミナー・アン
ケート調査等）

空き家・空き地
の相談窓口

交流機会の
創出

・（公社）日本建築家協会
北海道支部旭川地区

・（地独）北方建築総合研究所
・㈱まちづくり計画設計 旭川市 ㈱ホッポウ

０円都市開発

西神楽地区の所有者不明土地等（低未利用地、農地、空き家等を含む）

NPO法人グラウンドワーク西神楽の事業

都市住民・
移住希望者
（出店、就農等）

空き家・空き地の
所有者

地域内自治
組織・女性グ
ループ等

所有者不明土
地利用円滑化
等推進法人・
対策計画参画

◆事業への参加
◆子育て世代を
中心とした意見
の集約・交流

不動産取引に係る
事業者

まちづくりに関する専門家

グリーンツーリズム
センター

◆現地調査
地域への聞き取り

◆施設の
運営・管理

◆連絡窓口

◆事業スキルの技術
的相談、調査研究

◆事業の裁定窓口
◆相談

◆土地所有者
等の情報提供

◆周知・
情報提供

◆活用意向
の確認

◆参加

◆相談

◆仲介 ◆相談

◆仲介

◆相談

◆参加

◆相談
◆不動産
事業者の
紹介等

◆相談

◆不動産
事業者の
紹介等

◆法人化申請
◆所有者不明土
地対策の提案
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図表 5 地域内の空き家・空き地分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 6 「ゆるい活用」のまとめ概要 
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空き家のゆるい活用用途の分類整理

機材・資材のシェア

使用するタイミング

常時使用
日中のみ
(定期的)

夜間のみ
(定期的)

定期的
(どの時間帯で
も問題ない)

使いたいと
思った時
(日中のみ)

使いたいと
思った時

(どの時間帯で
も問題ない)

冬季のみ
レジャーシーズ
ンのみ

栽培・加工・制作
期間のみ

災害時の
み

その他

他
の
用
途
と
同
時
使
用
可
能

使用時期・
時間帯以
外も機材
や資材で
スペース
を占有

機材や資材
を他の用途
とシェア不可

➊塾やサテライト予備校
⑮シェア用除
雪機置き場

⑦水耕栽培

⑫コレクション鑑賞スペース
➋キノコの栽培
スペース

⑯個人のコレクション置き場

⑭防災備蓄倉庫

⓫レンタルボックスのステー
ション

⑳レンタルヤギの厩舎

機材や資材
を他の用途
とシェア可能

調理機具や機
材を共有

①カフェ※②バー ➎カラオケ
➐キッチンカー
のイートイン

調理機具や工
具等を共有

③趣味の
教室

工具等を共
有

⑨ファブ
ラボ

➍車やバイ
クの整備ス
ペース

⑩アトリエ

オフィス機材
を共有

⑥スキャ
ンセン
ター

④内職の作
業場

➑キャンプ場
の管理棟

⑤コワーキ
ングスペー
ス

PVを共有
㉑太陽光発電スペース

⓭電気自動車充電ステーション

使用時期・
時間帯以
外はス
ペースを
占有しな
い

⑱高齢者
サロン

❿近所から不
要になった健
康器具を集め
てジム

➏レンタルスタ
ジオ

⑰堆雪スペー
ス

⑪ペットも泊ま
れる民泊

⑧昆布の乾燥ス
ペース

⓬福祉避
難所

⑲子育て
サロン

⑬荷物を郵送
して一時保管
してもらうス
ペース

➌干物工房

同
時
使
用
不
可
能

㉒借り上げ社宅
➒映画の爆破シーン
撮影に使用

㉓グループホーム
⓮避難訓練のデモ用
に燃やすのに使用

⓯化学物質過敏症など特殊な
事情を持つ方のシェルター

建物使用タイプⅠ ：水回りを含めて屋内空間を全体的に使う用途（庭・倉庫・車庫は駐車スペースとして）

建物使用タイプⅡ ：居間・食事室を中心に屋内を部分的に使う用途（水回りは使えるに越したことはない）

建物使用タイプⅢ ：屋内の一角（倉庫程度の広さ）を使う用途

建物使用タイプⅣ ：屋外と倉庫・車庫を中心に使う用途（屋内空間は使えるに越したことはない）

建物使用タイプⅤ ：屋外空間のみを使う用途（屋内空間は不要）

※休日のみ活用するというゆるい活用手法も想定される
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２) 問題となったこと・苦労したこと 

 〇地域内の空き地・空き家情報の再整備 

  ・地域内の空き地・空き家の増減があり、状況把握に手間取った。 

  ・地域内の空き地・空き家は高齢化に伴う転出などで増えている。 

  ・一方、新築などによる転入者や空き地・空き家を活用した移住者・店舗が増えている。 

  ・住宅地図と地番地図に不一致点が見られ、修正を行った。 

〇社会実験の候補地の選定 

  ・社会実験の趣旨を説明し、地域内の空き地（２か所）を活用させていただくことにつ 

いて、所有者の承諾を得ることができた。 

〇空き家の「ゆるい活用」について検討 

  ・「ゆるい活用」については、北方建築総合研究所の研究テーマと位置付け、協働して 

ブレストやインタビューを行った。 

  ・インタビューとブレストは、道内の空き家活用に関わる事業者や行政（国土交通省・ 

北海道開発局・旭川市）にも参加してもらった。 

  ・北総研の担当者が研究発表などの業務があるため、集計・分析まで時間を要した。 

３) 工夫した点、特徴等 

〇地域内の空き地・空き家情報の再整備 

  ・地域住民からの情報提供や点検に帯同してもらった。 

〇社会実験の候補地の選定 

  ・無償で場所を提供してもらい、運営は当法人・プロジェクトメンバーと出店者などが 

担い、土地の草刈り・機材の調達などを行った。 

  ・経費については「社会実験」として事業費の一部を活用し、人件費などはボランティ 

アで行った。 

〇空き家の「ゆるい活用」について検討 

  ・空き家が「管理不全」で放置されれば「危険空き家」の増大につながる。 

  ・活用が進まない一因として「1 棟まるごと」の前提もあるのではないかと考え検討した。 

  ・空き家のスペース（空き地お部分も含めて）の部分使用なら活用の拡大が考えられる。 

  ・手法の洗い出しと共に、実施可能性についても「収益性」を含めて検討した。 

 

＊調査結果のまとめ（全体版）は、別添 資料 １ 参照 
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② 「所有者不明土地利用円滑化等推進法人」の検討・手続き 

１) 具体的な取組の内容 

 〇旭川市との打ち合わせ経過 

 （８月６日）今年度事業の進め方について 

・８月８日の国交省との第１回打ち合わせ会議に向けて意見交換 

・法人認定手続き（公募）については本年１１月をめどに準備している 

 （８月８日）国交省との打ち合わせ 

・旭川市は法人指定について庁内の情報共有化を図っている。 

・土地利用対策計画の策定には市としては難しさがある。 

 （国交省からは、地域限定の対策計画でもいいので検討を進めてほしい） 

 （１０月１０日）国交省と旭川市の意見交換 

・円滑化等推進法人の取組の進捗状況の確認 

 （１１月６日）円滑化等法人の公募日程についての確認 

・当初の方針に基づき進めているとのこと 

・鶴岡市への事例調査を行っている。 

 （１２月２２日）円滑化等法人の公募内容について意見交換 

・指定等に関する取扱い要綱は国のガイドラインに基づいて作成したい。 

・NPO 法人の財務状況が認定の際に問題になるのではないか。（国などに確認中） 

・「財務状況の改善を前提とした期限付きの認定（１年ごと）になるのではないか。 

・NPO 法人のこれまでの活動は理解しており、認定に向けた努力はしていきたい。 

 （１２月２９日）公募に関する日程と課題についての意見交換 

・前回打ち合わせ内容の再調整をしたい。 

・行政内部で再検討の結果、現状の法人財務状況では「認定」は困難との見解となった。 

・財務状況の改善が「認定」の前提となるが、他の制度を参考に「前年度比較で改善（赤 

字額の減少―額にはこだわらない）が図られていること」に注目することになる。 

・令和５年度の NPO の財務状況の公開は６月なので、改善を図って６月以降に応募して 

ほしい。 

 〇旭川市の公募について 

  ・旭川市は、令和６年１月１２日付で「所有者不明土地利用円滑化等推進法人」の公募 

を開始した。（随時受付） 

  ・公募内容は旭川市のホームページに掲載された。 

 

＊旭川市の「法人指定に関する事務取扱要綱、指定基準要綱」は、別添 資料 ２ 参照 
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２) 問題となったこと・苦労したこと 

・法人認定に関する最大のネックは、「財務状況」にあることが判明した。 

・この５年間で令和２年度以外は赤字額が増えており、健全な財務状況と判断すること 

が難しいと言われた。 

・したがって、令和５年度の財務状況の改善が急務となった。（令和６年度申請の場合） 

  ・旭川市は、当法人のこれまでの活動は評価するものの、認定基準に従って判断せざる 

を得ないということになった。 

 

３) 工夫した点、特徴等 

・財務状況の改善が必要であるが、令和５年度の決算は赤字減額の目途がついた。 

  ・次年度以降の財務は、収益事業として運営しているグリーンツーリズムセンター事業 

  （アップルパイの販売、民宿の営業、物産販売等）がコロナから立ち直りつつあること、 

  パークゴルフ場経営が順当であること、新たな事業（不動産関係など）も見込めること 

から事業継続の展望が持てる。 

  

＜旭川市の公募内容（抜粋）＞ 

所有者不明土地利用円滑化等推進法人について 

 令和４年１１月１日に所有者不明土地法の一部改正がなされ、所有者不明土地の利用の

円滑化等の推進を図るため、所有者不明土地や低未利用地の活用等の所有者不明土地対策

に取り組み、市町村の取組を補完したり、支援する民間主体を「所有者不明土地利用円滑

化等推進法人」として市町村が指定することができる制度が創設されました。 

 

所有者不明土地利用円滑化等推進法人として求められる役割（所有者不明土地法第４８条） 

所有者不明土地利用円滑化等推進法人として指定されると 

指定を受けるための手続き 

 

現在指定されている推進法人はありません。 
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③ 専門家等との検討会の実施 

１) 具体的な取組の内容 

 〇第１回会議（８月８日 リモート参加もあり） 

・国交省との第１回打ち合わせに参加し、意見交換した。 

・今年度事業での推進化法人の指定の展望について意見が出された 

・推進化法人指定により、地域に不明土地・低未利用地を発生させないことが大事 

・この事業は空いた土地の活用であり、地域外の人とのつながりも生む。直近の効果と 

長いスパンでの効果も考えるべき。 

・社会実験は絞り込んで実施してほしい。成功事例が必要だ。 

 〇第２回会議（１０月１０日） 

  ・国交省の現地視察と兼ね合わせて開催。 

  ・社会実験の「実施要領」の提案と確認 

  ・社会実験候補地等の地域視察 

  ・「空き家のゆるい活用」についてのブレストの実施。 

 〇「西神楽ミニマルシェ」の開催 

  ・当日の運営に専門委員も参加協力 

 〇中間報告会報告内容の確認 

  ・資料の送付のみ（特段の意見はなし） 

 〇第３回会議 

  ・成果報告会に向けての内容の確認 

  ・今年度事業の総括、意見交換 

  ・今後の課題について意見交換 

 

２) 問題となったこと・苦労したこと 

・旭川と札幌に専門家が分散しており、日程超背が難しく、リモートやメールでの対応

が多くなってしまった 

 

３) 工夫した点、特徴等（総括で出された意見） 

 〇社会実験について 

  ・今後分散型もいいのではないか（狭い空き地でも活用できる） 

  ・運営では、清潔感やデザインの大切さも意識すべき 

 〇円滑化法人について 

  ・財政問題は努力するしかないが、制度を運用する旭川市と NPO の関係が大切 

 〇相談窓口について 

  ・所有者もユーザーも迷っている。（どこにどのように相談するか）ワンストップ窓口 

としての機能を充実させるべきだ  
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④ 社会実験の実施 

１) 具体的な取組の内容 

  〇事前準備 

  ・社会実験の形態を「空き地を活用したマルシェ・マーケット」方式か「地域住民が利 

用できるミニ公園」にするか検討をしていたが、９月に NHK のローカル番組で、西神楽 

地域に移住し、店舗などを設けて活動している若者たちの姿が放映された。 

  ・そのことを受けて、地域住民に「新しい店舗」を紹介する形で開催することを検討。 

  ・空き地所有者で地域活動に理解のある方に「土地の提供（一時使用）」の要請を行い 

承諾をしてもらった。 

  ・専門委員のメンバーに企画（案）を事前送付（９月２９日）し、１０月１０日の国交 

省現地視察の際に、承認を得た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・企画案を基に、地域内の店舗（１３か所）に参加呼びかけを行った 

  ・呼びかけに応じて、１０店舗が参加の意向を示してくれた 

  ・集客予定は２００名程度を見込み、天候が悪化した場合は時間縮小も検討した 

  ・当日の機材（テント・イス・テーブルなど）は、地域から借用した（事務局も提供） 

  ・会場の空き地については、事前に事務局で草刈り・整備などを行った 
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 〇広報活動 

  ・チラシの作成は専門スキルのある仲間に依頼し、参加店の写真・レイアウトも含めて 

  作成した。 

  ・チラシは、A３版裏表で作成して印刷発注し、配布は新聞店に依頼した（3,000 枚） 

  ・チラシは西神楽全域と隣接する市内区域に配布し、公共機関などに掲示を依頼した 

  ・各店舗はＳＮＳでの発信も行い、市内にも情報は拡散した。 

  ・新聞社（北海道新聞）にも情報提供を行い、記事が事前に掲載された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 7 チラシの表・裏 

 
図表 8 新聞記事・ 
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 〇当日の運営 

  ・１０：００～１６：００の予定で開催案内をした 

  ・運営体制は、NPO（専門家も含む）と地域の自治組織及び参加する各店舗で構成した 

  ・テント、テーブル、椅子等の設営や電気の配線、水の確保などを行った 

  ・駐車場は空き地の他に農協や協力企業の駐車場も予備に確保した 

  ・当初の目標は２００名を見込んでいたが、開場してから市民が多く訪れ、１４：００ 

時点で約５００名の訪問者となった。 

・参加店のほとんどが、追加も含めて完売となり、天候の悪化もあり１４：００に終了 

することとなった。 

・地域内からの訪問だけでなく、旭川市内や近隣町村からの訪問者もあった 

・マスコミも注目し、NHK,北海道新聞、地元雑誌の取材があった 

 

 

 

 

 

                              オープン直後 

 

 

 

 

 

図表 9 マルシェ写真 1 

 

 

 

 

 

 

盛況時（１２時頃） 

 

 

 

 

 

図表 10 マルシェ写真２ 
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 〇アンケート調査票 

・訪問者のアンケート調査を実施したが、体制が不充分で１２件しか集約出来なかった 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇アンケートのまとめ（参加者の意見を踏まえて） 

・チラシや新聞といった紙媒体の広報の効果が見られた。ＳＮＳも若干影響しているこ 
とから，ＳＮＳの発信も必要と考えられる。 
・イベントの満足度は高かった。しかし、清潔感・開催場所の情報発信など課題を把握 

できた。 

・滞在時間は３０分以上であった。回転率の高い店舗への協力依頼や、休憩できるテン 

ト・テーブル等を増やす施策も重要と考えられる。 

・イベントは定期的な開催が求められていた。ただし、マンパワーの課題や、参加者の 

飽きも考えられるため、頻度の検討は慎重に行う必要があると考えられる。 

・空き地の活用では、飲食や物販などのイベントへのニーズが高かった。ただし、休憩 

や農作業・堆雪・遊戯スペースへのニーズも一定数あった。そのため、空き地の活用方 

法は地域のニーズを把握したうえで検討する必要があると考えられる。 

 

＊アンケートの集計結果は、別添 資料 ３ 参照 
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 〇成果・ノウハウ 

・社会実験としてマルシェを実施し、地域住民と新たに出店した若者の店のつながりづ 

くりに寄与することができた。 

・費用は広告宣伝費、テントなどの借用費、運営のための消耗品費など約２０万円であ 

った。（ただし、借地料（駐車場も含め）、維持費などは無料で実施） 

・今後継続する場合、参加店舗に店当たり２万円程度の負担を求めることになるが検討 

する必要がある。 

（客数５００人で、客単価１，５００円程度の売り上げが推定され、店当たり平均７． 

５万円の売り上げがあったことを考えると、原価率が３０％程度としても、負担できな 

い出店料ではないと思われる。） 

・地域の空き地・空き家が新しい若者たちによって活用が進んでいることに対して、マ 

スコミが注目し、新聞・テレビで発信される機会が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 11 北海道新聞記事（12月 12日） 

 

ＮＨＫの放送 

 令和６年１月２６日 １９：３０～１９：５５（全道放送） 

   「西神楽３０DAYS」西神楽で暮らす住民の活動と人柄を紹介 
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２) 問題となったこと・苦労したこと 

・予想を大きく上回る市民の訪問委より、運営に携わる人員が不足し、アンケート調査 

を十分にできなかった。 

・会場の場所については、地域内の住民以外の人にはわかりずらく問合せが相当あった。 

・各店舗で売れ行きが良く「売り切れ」状況が生じ、追加で仕込むのに時間がかかった 

ため、来店者に迷惑（待ち時間が長くなるなど）をかけてしまった。 

・今後継続が求められているが、開催内容や負担金の徴収などを検討しなければならな 

い。 

 

３) 工夫した点、特徴等 

・地域住民にはおおむね好評であり、今後の開催が望まれている。 

・新しい店と地域住民との交流があり、関心を深めているものと思われ、各店舗との連 

携や地域への新たな移住の取組が必要になる。 

・今回の取組を通じて、店舗間の連携を深めるために、「マルシェミーティング（仮称）」 

の参加を呼び掛けている。 
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⑤ 移住・土地利用に関する相談窓口の常設 

１) 具体的な取組の内容 

・相談窓口は常設し、多様な要望に応えられるように対応を進めた。 

・今年度は２０軒の流通に関わり、（株）ホッポウとの連携を進めた。 

  ・マスコミに取り上げられたこともあり、移住・店舗の開設について若者からの相談も 

あり、物件の斡旋や諸手付きに協力した。 

  ・また、空き家所有者からも相談が寄せられるようになり（これまでは賃貸を中心に、 

空き家を求める人が多かった）今後の活動に「メニュー」が増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               令和５年度の流通実績 
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２) 問題となったこと・苦労したこと 

・今年度も「賃貸空き家」を希望する方がおり、地域内においてはほとんどの所有者が 

売買を希望しているか住宅の修繕を逡巡（投資額以上の収益が上がらないなどの理由） 

していて賃貸を嫌がるというミスマッチの状況がある。 

・正確な状況把握には至っていないが、所有者もユーザーも「気楽に相談できるところ 

がない」という悩みを持っていると思われる。 

 地域内に「公的な公正さ」「情報の正確さ」「気軽さ」等を備えたワンストップサー 

ビス機能を持った存在が必要と思われる。 

 

３) 工夫した点、特徴等 

・地域での取組（社会実験など）がマスコミにもとら上げられることにより、「西神楽 

地域」に興味を持ち、問い合わせをする市民が増えてきている。 

・地域情報をより正確に把握し、移住者の拡大につながる取組を進めていきたい。 
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（6） 取組内容のまとめ 

① 本取組で得られた成果・知見 

〇地域内の低未利用地の整備と利活用の促進 

   ・この事業の趣旨を理解していただいた地域住民から詳細な情報提供をいただいた。 

   ・空き家の「ゆるい活用」について北方建築総合研究所の協力で知見を得られ、今後 

地域での取組（住民・所有者への活用提案など）に生かすことができる。 

  〇所有者不明土地利用円滑化等推進法人の検討 

   ・旭川市は年度内の公募に踏み切ったが、当法人の財政問題が課題となり、財政改善 

の目途はついたものの申請は次年度（今年）の６月以降になった。しかしこの間の打 

ち合わせなどにより申請の準備は進めることができる。 

  〇「社会実験」の成果 

   ・社会実験は多くの市民が参加し、思った以上の成果を上げることができた、それは、 

地域に新たに加わった若者たちと地域住民とのつながりが深まったことである。 

   ・さらには、イベントのノウハウが蓄積され、次年度以降の開催が可能になった。 

   ・新たな移住者である若者たちとの連携も進められることになった。 

② 今後の課題 

  〇NPO と地域自治組織・行政・専門家・企業が連携した体制を作り上げたが，体制を継 

続するには「所有者不明土地利用円滑化等推進法人」の指定により、公的な取り組みと 

して地域住民や所有者との関係を充実させていく必要がある。 

〇今後の取組を推進するには、近年移住してきた若者等を中心に、新たな担い手として 

巻き込んでいく必要がある。 

  〇「所有者不明土地利用円滑化等推進法人」指定の条件として健全な財政運営が求めら 

れており、収益事業の拡大等の改善を図る必要がある。 

  〇住民との合意形成の取組を進めてきたが、土地所有者への働きかけは個別対応（アン 

ケート等）にとどまっており、「地域づくりへの協力」という視点での対応が必要にな 

る。 

〇社会実験の取組を通じて、マスコミに大きく取り上げられたことにより。「西神楽地 

域」に興味を持ち、移住希望の問合せが拡大する傾向にあるため、継続した地域情報の 

発信体制が必要になる。 

 

（7） 今後の取組予定・見通し 

  〇低未利用地・空き家の解消に向けた合意形成の取組 

   ・これまで整備してきた「空き地・空き家情報」に基づき、利活用計画の策定・提案 

   ・「所有者不明土地利用円滑化等推進法人」の申請・承認への取組 
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   ・所有者への意向調査の再整備（個別対応含め） 

  〇新たな住民を拡大する取組 

   ・空き地・空き家に関する情報提供体制の強化（相談窓口の常設等） 

   ・不動産関係企業と連携した流通促進の取組（協力金などの資金確保も含む） 

  〇あらたん地域ビジネスの拡大の取組 

   ・社会実験として開催した「地域イベント」の継続開催 

   ・近年地域で拡大している飲食・宿泊関係の店舗と連携した「西神楽グルメ街道」と 

しての情報発信とベント開催の取組 


